第28983号    2011年7月3日                        教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通し
　　　　　　　　　　　　　　　　　てでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　     　　
－　創立６８周年記念礼拝メッセージ　－　　　　　　　　　　　　　　　　　     　                  　ヨハネ１４：６
　　　　　　　　　　　　　　　　　礎石の上に築かれた神の家族　   エペソ２：１９－２２
レークサイド教会の創立６８周年を迎えることができたことは、真に喜ばしく、感謝です。主は過去から現在にわたって６８年間 （実はそれ以前からの主による準備があったのですが）多くの方々を導いて用いられ、教会内外の主に在る方々のお祈りとサポートによって今までくることができたこと、感謝です。
使徒パウロは偶像の宮の影響の強いエペソの町で霊的戦いの中にいるクリスチャンを激励し、キリストの教会は偶像礼拝の
神殿とは本質的に違うものであり、はるかに勝るものであることを念頭におきながら、教会のことを家族と家屋にたとえながら説明し、キリストの１つの体である合同教会及び各地方教会を含めて、教会の本質をここに示しています。
１．神の家族

前節１－１８において、悪の力が強く働いているこの世にあって、霊的に死んでいた人間をキリストの復活の命に与らせて、罪から来る敵意という隔ての壁をつくって互いに対立していたユダヤ人と異邦人をキリストの十字架によって、和解と平和の道を開いたことを明らかにしています。もともと人間同士の争いは神から離れた人間の奥底にひそむ罪であるので、神は、神の方法をもって神との和解と平和をもたらしました。その神の方法とは、御自身が十字架において肉を裂き、血を流されて死んで罪の代価を支払ってくださり、復活して罪と死に打ち勝ってひとりの新しい人に造りかえて 「キリストによって、両者ともに一つの御霊において、父のみもとに近づくことができる・・・」ようにしてくださいました。この新しい創造のみ業によって、キリストの血によって
結ばれた天国の国籍をもった神の家族が誕生しました。

２．礎石
　キリストの福音は使徒たちや預言者たちを初めとして、２，０００年前から多くの人たちが迫害や殉教を通りながら伝えられてきました。命をかけて信仰を守り、伝えつづけて私たちにも届けられ、今も救われる魂がおこされ、多くの教会が誕生しつづけています。使徒たちや預言者たちも、すでに据えられたキリストという礎石に参加して教会を築いていき、さらに今日の私たちもこの礎石の上に加えられているのです。　
建物が何の上に建っているか、これは建物そのものの存続問題です。ニュージーランドや日本で発生した地震によって「液状化現象」があらわれましたが、そのようなところの上に建っている建物は根こそぎにされるように倒壊します。礎石が無い建物はやがては倒壊します。キリスト抜きにしたら、立派な会堂があっても、大勢人が集まっても、それは教会ではありません。教会はイエス・キリストを 「生ける神の子キリスト」と告白する集まりであり、キリストの体です （マタイ１６：１６、エペソ１：２３）。　
３．霊なる神の住い
教会はキリストの体であって建物のことではありませんが、建物のように全体が組み合わされ成長し、キリストの愛の下でお互いに仕え合っていくことによって、それぞれが成長しながら全体の成長となり、聖なる宮、神の住いとなります。また私たちクリスチャン一人ひとりが聖霊の宮であることを、御言葉は教えています（Ｉコリント６：１９、２０）。教会は発展途上にあるので、途中で弱ったり失敗もあり欠点もありますが、悔い改めることは悔い改め、礎石に上にしっかりと建っていくことが大切です。
最終的に完成した教会の姿は、黙示録２１章にキリストの花嫁として、栄化された新しいエルサレムとして示され、やがて天から降ってきます。
「教会はキリストの体であり、いっさいのものを一切のものによって満たす方の満ちておられるところです。」　Ｉコリント１：２３
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